
下水道

)元年

三
目
も
早
く
惑
溺
化
ａ
ｇ

ー

まき し さ おり

▲台所の水を使う気分も新鮮（左から平野和子さん・將史くん・沙織ちゃん）

う
ち
で
は
排
水
が
悪
か
っ

た
の
で
、
洗
濯
や
風
呂
、
台

所
の
排
水
に
非
常
に
気
を
つ

か
っ
て
い
ま
し
た
。

下
水
道
を
使
う
よ
う
に
な

っ
て
、
い
つ
で
も
排
水
に
気

を
つ
か
わ
ず
に
家
事
が
で
き

る
の
で
、
生
活
の
リ
ズ
ム
が

変
わ
り
ま
し
た
。
主
婦
と
し

て
は
、
た
い
へ
ん
う
れ
し
い

こ
と
で
す
ね
。

掃
除
も
楽
に
な
り
、
常
に

清
潔
で
い
ら
れ
、
子
ど
も
た

ち
も
新
し
く
な
っ
た
ト
イ
レ

に
喜
ん
で
入
っ
て
い
ま
す
。

工
事
中
、
業
者
の
か
た
が

仮
設
の
ト
イ
レ
を
設
け
て
く

れ
ま
し
た
の
で
、
た
い
へ
ん

助
か
り
ま
し
た
。

生活のﾘスﾑが変わり

主婦として大変うれしい

平野和子さん

（高浜町）

耐稲

而たかか
文化生活の実感を味わう

ぎb

り

う月号，覗壷煕需

早くから下水道を利用した水洗トイレ

を使いたいと希望していましたが，私の

自宅が，高萩市内で一番早く水洗化され

ました。

環境衛生上からいっても，画期的なも

ので， まだ，水洗化の工事をされていな

いかたは，ぜひ，早くやったほうがよい

と思いますね。

まちに下水道が完備されると，家の周

りや道路の側溝なども， とてもきれいに

なるでしょう。

今，文化生活とはこういうものだとい

う実感を味わっています。

とても清潔な感じがして， トイレに行

くのが楽しみなんですよ。

一

、

一
、
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
語
り

一
、
き
ま
り
を
守
り
、
明
る
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
礼
儀
を
正
し
く
し
、
う
る

お
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り

↑
よ
し
よ
藍
っ

一
、
元
気
で
働
き
、
豊
か
な
ま

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
あ
た

た
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
、
？ 市

民
憲
章

iル鍵
：、

市内水洗化第1号の

志賀三郎さん

（高浜町）

場を開設

東幼稚園園歌発表会，市長随

想，松岡の歴史， ほか

洗化を.ノ

みんなで参加しましょう／第

19回高萩まつり，高萩海水浴

主なもくじ 6～74～5

表紙～3…下水道元年， 1日も早く水
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水洗化戸数年度別水洗化計画(別表1

年 度IJ.平成元奉 蕊鐵識ili
大和町3.4丁目

大字安良lllの一部

辮鱗灘蕊鍵鳶蕊蕊擬f
本町1丁目の一部 大字安良)| |の一部

本町21~目の一部 大字高萩の一部

本町3丁目の一部

本町4丁目の一部

大和町1.2丁目

春日町1.2‘3丁目

39．1ha 7.5ha

2,450 400

900 150

溌爵鞭｜鱗溌溌蕊霞議蕊
高浜町l～3丁目

有明町2丁目の一部

東本町1丁目の一部
町 名

大字安良11 1の一部

肥前町1･2丁目

東本町]丁目の一部

東本町2.3'4丁目

有明町1 .3丁目

有明町2丁目の一部

大字高戸の一部

本町1丁目の一部

本町21~目の一部

本町3丁目の一部

本町4丁目の一部

大字高萩の一部

大字高戸の一部 広
げ
’
４
，
つ

排水面積| 62.5ha 4().4ha 56．0ha

3，540

1,300

8.7hal l2.8ha 227.0ha

14,000

5，150

人 口

使用開始戸数

０
０

１
０

８
４

？
１

３
１

2,990

1，100

27(）

10(）

54(）

200

み
ん
壷
の
財
産

日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
合
が
進
め
て
い
る
広
域
下
水
道
が
、
今
１２

年
の
四
月
か
ら
高
萩
市
内
で
一
部
使
用
が
始
ま
り
ま
し
た
．
表別

こ
の
地
域
は
、
高
浜
町
の
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
、
有
明
町
二
丁
目
の
一
部
、

東
本
町
一
丁
目
の
一
部
、
大
字
安
良
川
の
一
部
で
す
。
排
水
面
積
六
二
・
五
肥
、

戸
数
一
、
四
○
○
戸
、
人
口
三
、
八
一
○
人
が
使
用
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
別

表
一
）下

水
道
組
合
で
は
、
｜
日
も
早
く
こ
の
地
域
の
ト
イ
レ
の
水
洗
化
や
台
所
、

風
呂
な
ど
の
排
水
設
備
の
設
置
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
月
号
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
と
と
も
に
下
水
道
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

市
街
地
の
約
六
割
に
ま
た
、
図
一
の
と
お
り
；
平
成
二
年

か
人
き
ょ

度
の
使
用
開
始
を
め
ざ
し
て
今
年
も
、

管
渠
（
下
水
道
管
）

下
水
道
工
事
が
こ
の
地
域
で
予
定
さ
れ

工
事
が
施
行
済
み
て
い
ま
す
．

ま
ず
、
別
表
一
の
市
内
水
洗
化
戸
数
下
水
道
工
事
で
は
、
通
行
止
め
な
ど

年
度
別
水
洗
化
計
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

高
萩
市
内
の
市
街
地
の
水
洗
化
計
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
を

で
は
、
平
成
七
年
ま
で
の
間
に
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ず
、
別
表
一
の
市
内
水
洗
化
戸
数

年
度
別
水
洗
化
計
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

高
萩
市
内
の
市
街
地
の
水
洗
化
計
画

で
は
、
平
成
七
年
ま
で
の
間
に
、

一
酔
恥
緬
峅
戸
数
一
帷
」
圭
元
叩
恥

一
人
口
一
四
、
○
○
○
人

の
水
洗
化
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
の
う
ち
、
す
で
に
、
約
六

か
人
主
」
ょ

割
の
部
分
の
管
渠
工
事
が
施
行
済
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
（
三
ペ
ー
ジ
の
図
一
参
照
）

一
）

下
水
道

ご利用ください

無利子の融資あっせん制度

そ
れ
で
は
、
下
水
道
を
使
用
す
る
た

め
に
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
費
用
が
か
か

る
の
で
し
ょ
う
。
下
水
道
組
合
を
訪
れ

聞
い
て
み
ま
し
た
。

受
益
者
（
建
設
費
の
一
部
）

負
担
金

下
水
道
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
み

な
さ
ん
が
権
利
を
も
っ
て
い
る
土
地
に

応
じ
て
、
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
の
が
受
益
者
負
担
金
で
す
。

〈
例
〉
一
○
○
坪

三
三
○
㎡
×
三
四
○
円
’
二
二
、
二
○
○
円

こ
れ
を
四
年
間
に
分
け
て
、
十
六
回

分
割
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
分
の
受
益
者
負
担

金
は
、
す
で
に
約
九
七
％
の
か
た
が
納

付
を
終
了
さ
れ
て
い
ま
す
。

排
水
設
備
（
水
洗
化
等
）

↑
の
工
事
費

‐ド水道が使えるようになってから3年以内に排水設備工事を行う

かたに対･し， 組合では改造資金の融資あっせん制度を設けています。
次
に
排
水
設
備
工
事
費
と
い
っ
て
、

《
）

融資あっせん（無利子）
項 目

1 便槽め

くみ取ﾚﾉ改造

300,000円以内

浄化槽改造

150,000円以内

槽め 150,000円以内２ 便

返済期間 36か月 （3年）以内

●印かん証明書(本人・保証人）

申請書添付書類●給与証明書または，所得額証明書(本人）

●納税証明書(本人）

◎下水道が使えるようになってから， 1年間は， 2便槽めからの融

資額が便槽の数に制限なく加算され受けることができます。

日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組

合
で
は
、
今
後
も
継
続
し
て
使
用
上
の

注
意
点
等
も
掲
載
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
下
水
道
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
・

金
三
二
’
五
五
九
五

健
康
で
快
適
な
文
化
生
活
を
営
み
、

自
然
環
境
を
守
る
う
え
で
も
下
水
道
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
た

め
に
も
、
使
用
が
開
始
さ
れ
た
地
域
の

み
な
さ
ん
の
一
日
も
早
い
水
洗
化
が
望

ま
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
下
水
道
の
使
用
料
は
、
別
表

四
の
と
お
り
で
、
そ
の
料
金
の
算
出
に

は
水
道
の
使
用
量
等
を
使
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
の

水
道
使
用
量
を
別
表
四
で
読
み
か
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
下
水
道
の
使
用
料
が
算

出
で
き
ま
す
。

ト
イ
レ
を
水
洗
化
す
る
等
の
費
用
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
‘
別
表
二
の
無
利
子
融
資
あ

っ
せ
ん
制
度
を
み
て
い
た
だ
く
と
わ
か

る
よ
う
に
、
標
準
的
な
価
格
で
、
く
み

取
り
ト
イ
レ
か
ら
改
造
し
た
場
合
は
、

約
三
十
万
円
、
浄
化
槽
か
ら
の
改
造
は

約
十
五
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
使
用
料

巴

〆
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盛

や

兵
下水道の正しい

使用法を教えて
下
水
道
の
利
用
は
は
じ
め
て
な
の
で

周
り
の
人
も
ま
だ
ま
だ
様
子
を
み
て
い

る
よ
う
で
す
ね
。

私
の
家
の
工
事
は
一
日
で
終
わ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
間
ト
イ
レ
の
使
用
が
で

き
な
く
て
困
り
ま
し
た
。
近
く
の
集
会

所
な
ど
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

私
は
今
ま
で
、
合
成
洗
剤
を
使
わ
な●

い
、
廃
油
を
捨
て
な
い
運
動
な
ど
を
は

(図1）

⑦）
１
Ｊ
◆
●
●
●
●

ｅ
●
●
●
令
●
寺

申
も
◆
◆
の
◆ 姦掌

i I

雨
目
⑨
ｒ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｊ
励
む
き
め
⑨
戸

●･
●
◆●

／

石田順子さん

（高浜町）

家の周りの人も

下水道に強い関心
私
の
家
で
は
、
自
宅
と
お
店
の
両
方

を
水
洗
化
し
ま
し
た
。

清
潔
で
、
お
客
さ
ん
に
も
と
て
も
好

評
で
す
。
前
に
は
、
よ
く
ス
リ
ッ
パ
を

落
と
し
た
り
、
不
便
で
し
た
も
の
ね
。

ま
な
す
生
活
学
校
で
続
け
て
き
ま
し
た
。

下
水
道
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
何

で
も
流
し
て
い
い
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
正
し
い
使

用
法
な
ど
も
教
え
て
欲
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
、

無
利
子
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
あ
る

こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
費

用
が
か
か
る
こ
と
な
の
で
悩
ん
で
い
る

と
い
う
声
も
聞
き
ま
し
た
よ
。

鍵
霧 鍔

村上キヨ子さん

（高浜町）

どうせなら

早い方がいい
前
か
ら
下
水
道
が
で
き
た
ら
、
ぜ
ひ
、

台
所
を
新
し
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
す
ぐ
に
直
し
ま
し
た
。

家
庭
か
ら
の
台
所
や
風
呂
・
洗
濯
な

ど
の
汚
水
が
ゞ
下
水
道
を
流
れ
て
い
く

と
、
ま
ち
中
の
側
溝
も
き
れ
い
に
な
る

と
思
い
ま
す
よ
。

家
の
周
り
の
人
も
、
下
水
道
に
は
強

い
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
ね
。

下
水
道
工
事
が
終
わ
り
、
三
年
以
内

に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
こ
と
に
な

別表3） 排水設備指定工事店一覧表

、水

設

工業所|安良川920
備工業|大和町1－29

㈱神

大松

１
１

３
１

１
７

３
２

３
２

２
２

鈴木電工社 有明町1－151

下手綱774

秋山1477

22－3065

22－5443

22－3571

大勝工業㈱高萩営業所

㈲豊田工業所
吉沢国吉・芳子さん

（高浜町）

ﾄﾞ 山田管工所秋山1456

罰常北住宅設備高萩797-9

淵カセ住宅設備機器高浜町3－87

㈲常北住宅設備

㈱カセ住宅設備機器

５
３
１

７
５
２

戸０

６

３

４
５
６

２
３
３

２
２
２

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
せ
な
ら
早
い
事
店
は
、
市
内
に
十
二
の
業
者
が
あ
り

方
が
い
い
と
思
っ
て
、
す
ぐ
に
お
願
い
（
別
表
三
）
、
水
洗
ト
イ
レ
を
は
じ
め
と

し
ま
し
た
。
す
る
排
水
設
備
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す

臭
い
が
な
く
な
り
、
ハ
エ
が
い
な
く
が
、
な
る
だ
け
前
日
ま
で
に
外
部
関
係

な
る
な
ど
近
所
に
も
迷
惑
が
か
か
ら
ず
の
工
事
を
済
ま
せ
て
お
い
て
、
ト
イ
レ

衛
生
的
に
も
非
常
に
い
い
で
す
ね
。
関
係
は
一
、
二
日
の
短
期
間
で
施
工
す

下
水
道
の
正
し
い
使
い
方
に
つ
い
て
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

は
、
工
事
を
し
て
く
れ
た
業
者
の
人
に
こ
の
間
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

詳
し
く
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
ス
ム

の
で
、
そ
の
と
お
り
に
使
用
す
れ
ば
だ
－
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
ま
た
、
長
く
か

い
じ
ょ
う
ぶ
だ
と
思
い
ま
す
。
か
る
場
合
は
、
移
動
式
の
こ
し
か
け
便

下
水
管
も
よ
く
で
き
て
い
る
の
で
、
器
や
仮
設
ト
イ
レ
な
ど
も
利
用
し
た
い

ル
ー
ル
に
違
反
し
な
い
よ
う
に
使
え
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

詰
ま
る
こ
と
も
な
い
で
し
ょ
う
。

排
水
設
備
等
の
正
し
い
使
用
法
に
つ

穴
躰
ん
い
て
は
、
工
事
店
が
完
成
時
に
み
な
さ

や
ぽ
所
毛
ん
に
説
明
し
て
い
ま
す
。
排
水
設
備
工

毒
害
霊
蕊
簔

く
と
乱

桿
求
ん

さ
か
喜

み
ｊ
Ｉ
１
榊
樫
す
よ
。

な
よ広

域
下
水
道
組
合
排
水
設
備
指
定
工

）
写業

店

備

１
ア
ン

７
″

ｒ

（
￥
小

高浜町3 149

春H町3－35

上手綱613

６
１
２

９
７
３

８
８
２

２
２
２

２
２
３

２
２
２

槻

叩
マ
ミ

ナ
｜
藤

ヵ

エ
ー
プ
設

㈲共立住設機器｜大和町4 23 23－5555

下水道使用料(別表4）

一般

使用水

汚水

下水排除量
f水道使用料 (1か月）

201㎡

以上

190円
水道水

使 用

水道使用

水 量

水道使用

水 量 q計算例い水道水の使用水量力

基本料金1,300円（10㎡まで）

24㎡の場合

超過使用料2,000円(H側:駕鮴W職1M）
計 3,300円

使用料の計算は，水道水使用と同じです。

q計算例b 4人家族で井戸水を使用している場合

認定水量世帯人員使用水量使用料

1人月6㎡× 4人＝ 24㎡ ' ･･ 3,300円

水道水以
外の水を

使用

唾ど）(井戸水
菫礎
高萩・ 1

王地区

基本使用料10㎡まで 超過使用料(1㎡につき
1,1()0円 11()円

浴場 汚 水

日

基本便用量｜ 超過使用料（1 Ⅲ こつき）

O拙'品
ご
日
、
Ｉ
《

一
面

1,300円'140円

30㎡501Yi

150円1601斗

100m

17()円

」 U l～

200㎡

180円



みんなて参加しましょう／

v袖､た踊ｳｺﾝﾃｽﾄを実施

～第19回高萩まつり実行委員会～

第
十
九
回
高
萩
ま
つ
り
が
、
七
月
二

十
九
日
出
、
三
十
日
日
の
二
日
間
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
市
制
施
行
三
十
五
周
年
を
迎

え
、
山
形
県
新
庄
市
と
の
友
好
都
市
の

盟
約
を
か
わ
し
た
記
念
す
べ
き
年
に
あ

た
る
た
め
、
新
し
い
企
画
と
し
て
「
ゆ

か
た
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
や
五
ぺ
ｌ
ジ

別
表
一
の
主
な
日
程
の
と
お
り
、
新
庄

市
の
踊
り
の
披
露
や
県
警
音
楽
隊
の
パ

レ
ー
ド
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

昨
年
の
高
萩
ま
つ
り

ｑ
流
し
踊
り
か
ら

一
》

流
し
お
ど
り
参
加
の

〃
連
〃
募
集
ノ
．

二
十
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
、
団
体
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

中
学
生
以
上
の
女
子
二
十
人
を
選
び

新
庄
ま
つ
り
ご
招
待
の
旅
二
泊
二
月
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

●
選
出
方
法
●

正
調
部
門
の
流
し
踊
り
の
〃
連
“
か

ら
六
十
人
、
観
客
か
ら
十
人
の
計
七
十

人
を
選
び
出
し
、
そ
の
中
か
ら
審
査
員

が
選
出
し
ま
す
。

．
発
表
．

発
表
は
後
日
発
送
を
も
っ
て
行
い
ま

↑
ｑ
／
○

流
し
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

新
庄
ま
つ
り
へ
の

旅
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

ゆ
か
た
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

今
年
も
高
萩
市
民
ば
や
し
の
流
し
踊

り
が
、
本
町
通
り
を
中
心
に
行
わ
れ
ま

↑
ｑ
ノ
○○

正
調
賞
（
三
団
体
）

○
自
由
賞
（
三
団
体
）

○
ア
イ
デ
ア
賞
（
三
団
体
）

※
賞
状
並
び
に
賞
金
が
で
ま
す
㈲

、

N<ゴー千一一
昨
年
か
ら
離
岸
堤
を
利
用
し
た
有
明

海
岸
に
、
高
萩
海
水
浴
場
が
開
設
さ
れ

市
民
の
み
な
さ
ん
が
利
用
す
る
憩
い
の

場
と
し
て
、
た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
。

こ
の
た
め
今
年
も
次
の
Ⅲ
程
で
、
高

萩
海
水
浴
場
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

家
族
連
れ
や
仲
間
た
ち
と
、
気
持
ち

の
よ
い
海
辺
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
る
海

水
浴
場
を
心
が
け
、
自
分
た
ち
で
持
っ

て
き
た
ゴ
ミ
は
捨
て
な
い
で
持
ち
帰
る

よ
う
み
ん
な
で
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

太平洋

今
年
も
離
岸
堤
を
利
用
し
た

高
溌
海
悲
濁
湯
を
開
設

離 岸 堤
（
｝ 壺垂垂＝＝＝ =ZZ=込 ＝zzZ

約400m－－－N
~="ll'r二~三二弐

－－＝＝繧三==二一三一三＝一一二=一一二二f二二＝==二一一二三二一一一二一一二f

高萩海水浴場（有明海岸離岸堤前）
‐ ’ ノー一一一こ三三二一一一 －一「

[壁篁墜] y7駐車場雨W~7~7駐車場函/~－

IPQL雲咋nnl
,,, W－－－－－－1 ｢－－－
1‐－－－－－－－－－－－」I ｜’｢－－コ「 鴬繍灘鰯灘識灘蕊職 雪弼尹典g輯

］潤蕊弱]…

魚群驚露津

鴬至高萩駅東口 韓節F

繍織鍵§議譲
と
き
七
月
十
六
日
㈹
か
ら
八

月
二
十
日
㈹
ま
で
。
な

お
、
安
全
祈
願
祭
を
七

月
十
六
日
仰
の
午
前
十

時
か
ら
高
萩
海
水
浴
場

で
行
い
ま
す
。

と
こ
ろ
高
萩
海
水
浴
場

（
有
明
海
岸
離
岸
堤
前
）

駐
車
場
有
明
町
の
市
営
住
宅
前

に
、
普
通
車
一
二
○
台

が
眺
車
で
き
る
ほ
か
、

約
六
○
○
台
の
駐
車
場

を
用
意
し
て
い
ま
す
が
、

で
き
る
だ
け
車
を
さ
け

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 恵帝顯題▲たくさんの人でにぎわう昨年の高萩海水浴場

a
■■■■

一『



なみ
こ
し
広
場
の
参
加
団
体
募
集

踊
り
を
教
え
ま
す

〃
高
萩
市
民
ば
や
し
〃
の
踊
り
の
講
習
を

受
け
た
い
団
体
や
グ
ル
ー
プ
（
十
人
以

上
）
に
は
講
師
を
派
遣
し
ま
す
の
で
、

駅
前
通
り
で
の
み
こ
し
広
場
は
、
市

内
各
地
域
の
み
こ
し
を
一
堂
に
集
め
、

実
施
さ
れ
ま
す
。

第
二
回
高
萩
ま
つ
り

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

日
時
や
場
所
を
商
工
観
光
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
高
萩
ま
つ
り

サ
イ
ズ
白
黒
・
カ
ラ
ー
の
ど
ち
ら
も

可
、
六
シ
切
り
以
上
で
、
パ
ネ
ル
板

に
は
っ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
・
枚
数
ど
な
た
で
も
一
人

(別表1） 主な日程

7月29日(土） 流し踊り （雨天順延）

午後5時 交通規制開始

5時10分パレード，みこし広場開始

6時 みこし広場終了

6時～6時30分県警音楽隊駅前パレード

6時35分～6時50分新庄市の踊り披露(本町通り

7時10分流し踊り開始

蝿鰯
8時45分流し踊り終了

コンテスト結果発表

9時30分交通規制解除

三
枚
ま
で
応
募
可
、

た
だ
し
、
単
写
真
（
連

続
・
組
写
真
は
不
可
）

に
限
り
ま
す
。

作
品
入
賞
作
品

の
版
権
は
、
第
十

ー

九
回
高
萩
ま
つ
り
実
行
委
員
会
に
帰

属
し
ま
す
。

応
募
締
切
日
八
月
五
日
出
ま
で

発
表
八
月
中
旬
の
予
定

表
彰
金
賞
一
点
、
銀
賞
二
点
、
銅

賞
五
点
、
佳
作
数
点
、
そ
れ
ぞ
れ
賞

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
方
法
市
役
所
商
工
観
光
課
に
用

意
し
て
あ
る
応
募
票
に
、
所
定
事
項

を
記
入
し
て
、
作
品
の
裏
に
フ
ィ
ル

ム
ネ
ガ
を
入
れ
た
小
袋
と
と
も
に
は

っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
商
工
観
光
課
内

第
十
九
回
高
萩
ま
つ
り
実
行
委
員
会
へ

念
二
三
’
二
一
二
内
線
四
六
二

1

みこし広場（雨天中止）

交通規制開始

交通規制解除

7月30日旧）

午後5時

7時

▲元気な子どもみこし
一一一

夏
休
み
中
の

子
ど
も
の
事
故
に

気
を
付
け
よ
う

暑
い
夏
、
と
く
に
、
夏
休
み
中
に
子

ど
も
の
交
通
事
故
や
水
の
事
故
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

水
遊
び
に
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

行
か
せ
な
い
よ
う
普
段
か
ら
注
意
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
昨
年
の
三
月
に
常
磐
自
動
車

道
が
開
通
し
て
以
来
、
市
内
の
交
通
も

激
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
（
図
二

と
く
に
、
夏
、
八
月
の
利
用
が
突
出

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

夏
休
み
中
の
子
ど
も
の
事
故
に
じ
ゅ

う
ぶ
ん
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

《薑の水遊び情報》

ー

海水浴場では，開設期間中，

監視員がみなさんの安全を見

守ります。決まりを守って楽

しく遊びましょう。

海-水浴場開設期間

7月20日嗣～

磯原.ニツ島 8月20日旧）

市･ IH] 問い合わせ先

北茨城市観光協会

（市役所商工観光課内）

0293－431111

北茨城市観光協会

（市役所商工観光課内）

0293－431111

高萩市観光協会

（市役所商工観光課内）

029323－2111

(図1) 常磐自動車道高萩インターチエンジ料金所

月別交通量(出・入合計)調べ
北茨城市

エ入’

'00,0品+8§7月16日(R)~

8月20日旧）
高萩市 高萩 2２6

71 ,628 73,457 72,39
十王町役場産業課

0293－32－2211

日立市観光協会

（市役所商工観光課内）

0294223111

7月22日出～

8月20日旧）
伊師浜十王Ⅲ］ 50,000十

資料：日本道路公団日立管理事務所
川尻，会瀬，

河原子,水木，

久慈浜

7月21日園～

8月20日旧）
日立市

’ 昭和63年 平成元年

4月5月6月7月8月9月10月11月12月1月2月3月4月5月

己



創1219年を迎え

待望の園歌が誕生〆

ぼくたち，わたしたちの

歌ができたよ／ ～東幼稚園～
鱗〃 ； ヅ{:……#鱒1溌恥"灘灘蕊 鳩貝實次郎さん

創
立
十
九
年
を
迎
え
る
束
幼
稚
園
（
園

児
六
十
六
人
、
宇
佐
美
敏
雄
園
長
）
で
、

待
望
の
園
歌
が
で
き
、
そ
の
発
表
会
が
、

六
月
二
十
二
日
嗣
、
同
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

こ
れ
ま
で
に
卒
園
児
は
、
一
、
五
八
二
人

に
の
ぼ
る
東
幼
稚
園
で
す
が
、
市
内
の
幼
稚

園
で
園
歌
が
無
か
っ
た
の
は
同
園
だ
け
で

す
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
歌

え
て
、
明
る
く
親
し
み
や
す
い
園
歌
が
欲

し
い
と
、
今
年
二
月
に
市
報
な
ど
で
歌
詞

を
募
集
し
ま
し
た
。
応
募
数
は
、
県
内
各

地
の
中
学
生
か
ら
六
十
代
ま
で
の
十
三
人

か
ら
計
十
七
点
の
歌
訶
が
寄
せ
ら
れ
、
選

は
と
が
い
じ
つ
じ
ろ
う

考
の
結
果
、
水
戸
市
の
鳩
貝
實
次
郎
さ
ん

（
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
講
師
）
の
歌
詞

に
決
ま
り
ま
し
た
。

『ー

か
わ
わ
か
づ

こ
の
歌
詞
に
は
、
北
茨
城
市
の
川
和
勝

お男
さ
ん
（
松
岡
中
学
校
教
諭
）
が
曲
を
つ
け
、

待
望
の
園
歌
が
誕
生
し
ま
し
た
。

鳩
貝
さ
ん
は
、
「
旧
友
の
い
る
高
萩
、
そ

の
高
萩
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
明
る

く
楽
し
く
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
歌
え
る

歌
訶
を
」
と
、
幾
度
か
同
園
を
見
学
に
訪

れ
て
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
い
う
熱
の
入
れ
よ

う
で
す
。
そ
の
歌
詞
を
読
ん
で
、
川
和
さ

ん
は
、
「
ス
キ
ッ
プ
し
な
が
ら
口
ず
さ
め
る

よ
う
な
、
は
ず
ん
だ
曲
を
」
と
作
曲
し
ま

し
た
。発

表
会
で
は
、
川
和
さ
ん
の
指
揮
に
合

わ
せ
、
園
児
た
ち
の
明
る
く
大
き
な
歌
声

と
、
父
兄
の
澄
ん
だ
歌
声
の
合
唱
が
、
会

場
い
つ
ぱ
い
に
響
き
ま
し
た
。

作詞鳩貝實次郎

作曲川和勝男
東幼稚園園歌

三
、
赤
い
お
屋
根
の
幼
稚
剛

松
ぼ
っ
く
り
が
落
ち
る
で
し
ょ
う

こ
と
こ
と
こ
と
ん
こ
と
こ
と
こ
と
ん

ち
よ
う
ち
よ
に
な
っ
てか

も
め
に
な
っ
て

ぼ
く
も
わ
た
し
も
ら
ん
ら
ら
ん

二
、
砂
の
お
庭
の
幼
稚
園

広
い
海
が
あ
る
で
し
ょ
う

青
い
波
が
き
ら
き
ら
き
ら
ら

海
鳥
た
ち
は
ぴ
い
ぴ
い
ぴ
ぴ
ぴ

さ
あ
ぼ
く
ら
も
歌
お
う
よ

白
い
雲
が
き
ら
き
ら
き
ら
ら

小
さ
い
ち
よ
う
ち
よ
は

ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
ら

ほ
ら
わ
た
し
を
呼
ん
で
る
よ

大
き

唾
ノ
、
に

お
窓
の
幼
稚
園

山
が
見
え
る
で
し
ょ
う

顔

第17回環境週間記念講演会し

6月5日(H) 中央公民館で，講師

に石弘之先生を迎えて,「地球があぶ

ない」と題しての，第17回環境週間

記念講演会が開かれ,約200人のみな

さんが熱心に耳を傾けていました。

拾った缶は，約8,880個／
6月5日(月)～11日旧）環境週間

～一へ

－

▲赤浜地区のみなさん

「汚ないね凶とだれもが思うごみ，でも，

初めはだれかの手にあったものです。捨てる

のは簡単ですが，拾うのはたいへんです。

6月411(11)の早朝約1時間，赤浜･有明町・

高浜町地区や各種団体のみなさん約200人が

参加して， 6号国道沿いの空き缶回収を行い

ました。そのごみは，スチール缶約5,080個，

アルミ缶約3,800個，紙類など約150kgにもの

ぼりました。 （2トンダンプ1台分）

これらのゴミは，手軽に持ち運びができる

缶やファーストフードの入れ物などです。自

分一人ぐらいいいだろうと，ポイと捨てた場

所は， しだいにゴミの山となり， まわりの人

や訪れる人たちに，不快感をあたえます。暑

い夏，清涼感を味わった空き缶は， ゴミ箱，

または，持ち帰って資源ゴミの指定Rに出し

てください。

←P…

夢 挙亨一一…需塞-蕊奉

一

▲6号国道沿いの空き缶回収

白



第
十
五
回
を
迎
え
た
国
際
交
流
の
集
い
が
、

今
年
も
三
十
八
人
の
外
国
人
留
学
生
を
迎
え
て

無
事
終
了
し
、
続
い
て
、
茨
城
県
洋
裁
職
業
訓

練
校
に
二
年
間
滞
在
し
た
、
中
国
研
修
生
も
全

員
元
気
に
帰
国
し
ま
し
た
。

そ
の
つ
ど
見
ら
れ
る
、
海
を
越
え
て
や
っ
て

来
た
未
知
の
外
国
の
人
た
ち
と
の
、
出
会
い

の
喜
び
や
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
朕
な
が
ら

に
別
れ
を
惜
し
む
情
景
に
接
す
る
度
ご
と
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
心
の
温
か
さ
を
感
じ
、
目
頭

が
熱
く
な
る
感
動
を
覚
え
ま
す
。

昭
和
五
十
年
、
高
萩
大
心
苑
で
行
わ
れ
た
、

外
国
人
留
学
生
と
日
本
の
大
学
生
に
よ
る
、
高

萩
国
際
セ
ミ
ナ
ー
の
際
、
「
日
本
を
よ
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
民
泊
）
を
取

り
入
れ
て
は
」
と
の
提
案
か
ら
、
教
育
委
員
会

を
通
し
て
、
市
民
に
協
力
を
呼
び
か
け
た
の
が
、

国
際
交
流
の
集
い
の
始
ま
り
で
し
た
。

こ
う
し
て
高
萩
市
を
訪
れ
た
外
国
人
は
、
中

国
研
修
生
や
個
人
訪
問
者
も
含
め
、
約
五
十
か

国
、
約
七
百
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

高
萩
市
で
人
種
や
国
情
を
越
え
て
市
民
と
の

交
流
か
ら
得
た
体
験
は
、
そ
の
ま
ま
日
本
の
印

象
と
し
て
若
い
彼
ら
の
人
生
に
永
く
生
き
つ
づ

け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

瞳
弱
⑳
中
⑳
高
誘

こ
の
行
事
を
支
え
て
き
た
実
行
委
員
会
、
民

汕
家
庭
、
協
賛
団
体
は
じ
め
、
多
く
の
市
雌
の

み
な
さ
ん
の
善
意
と
熱
意
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
私
ど
も
が
得
た
蛍
重
な
脚
際
体
験
は
、
平

和
都
市
宣
言
を
し
た
本
市
に
と
っ
て
、
国
家
間

の
外
交
交
渉
に
も
ま
さ
る
、
平
和
の
強
い
き
づ

な
に
な
っ
て
い
る
と
信
じ
、
誇
り
に
思
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
報
じ
ら
れ

る
外
国
の
事
件
は
縁
遠
く
感
じ
が
ち
で
す
が
、

最
近
の
中
国
情
勢
な
ど
、
そ
の
国
の
青
年
た
ち

と
接
し
た
市
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
切

実
で
身
近
な
問
題
と
し
て
、
心
か
ら
平
和
へ
の

願
い
と
と
も
に
、
茶
の
間
の
話
題
に
な
っ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
国
際
化
が

進
む
な
か
で
、
全
国
の
自
治
体
の
な
か
で
も
注

目
さ
れ
て
い
る
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
新
し
い

時
代
の
世
界
の
中
の
日
本
と
高
萩
市
の
あ
り
方

を
、
市
民
生
活
の
共
通
の
課
題
と
し
て
考
え
て

い
き
た
い
も
の
で
す
ｃ

紅
斑
為
液
准
《
末
委
痔

ﾘー

ロ

私閏の歴史 ③◆◆＋令◆◆◆十十◆＋◆◆＋◆◆◆◆＋◆◆◆令十十◆＋◆令◆令◆＋◆◆令◆◆十十

藤
村
全
集
（
筑
摩
書
房
版
）
第
十
五
巻
、
七
三
八

ペ
ー
ジ
に
こ
ん
な
話
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

た
い
と
う

幕
末
、
西
丸
帯
刀
の
子
佐
太
郎
が
、
手
綱
の
中
根
塾

か
ら
大
津
に
帰
ろ
う
と
す
る
途
中
、
小
野
矢
指
の

辺
り
で
一
人
の
浪
人
者
に
お
そ
わ
れ
る
場
面
で
す

が
、
結
果
的
に
は
相
手
の
浪
人
が
ま
ず
逃
げ
、
つ

い
で
、
こ
ち
ら
も
つ
ら
れ
て
逃
げ
出
す
と
い
う
、

い
か
に
も
事
実
ら
し
い
話
で
す
。

こ
の
中
根
塾
と
い
う
の
は
惜
陰
塾
と
称
し
て
い

ど
て
の
・
フ
ち

た
塾
で
、
現
在
の
下
手
細
字
土
手
之
内
の
松
岡
農

協
の
南
側
に
あ
っ
た
も
の
で
、
幕
末
か
ら
明
治
初

れ
い
ざ
ん

ほ
く

期
に
か
け
て
大
津
淳
一
郎
（
鈴
山
）
、
野
口
勝
一
（
北

が
人

え
人
く
い

巌
）
、
白
井
遠
平
、
西
丸
健
夫
、
同
佐
太
郎
ら
を
は

じ
め
と
し
て
幾
多
有
為
の
士
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

い
み
な
な
お
や
す
必
ざ
な
め
い
け
い

塾
長
の
中
根
東
浦
は
諄
を
尚
保
、
字
を
明
卿
と

い
い
東
浦
と
号
し
、
幕
末
か
ら
明
治
中
期
に
か
け

て
活
躍
し
た
人
物
で
、
有
名
な
西
丸
松
陰
（
帯
刀
）

か
入
さ
い

の
義
兄
弟
で
、
「
寛
斎
随
筆
」
の
著
者
と
し
て
知
ら

よ
し
つ
ぐ

れ
る
水
戸
の
加
藤
嘉
継
は
か
れ
の
お
じ
に
あ
た
り

ま
す
。幼

少
時
代
、
同
じ
松
岡
家
中
の
阿
久
津
彦
五
郎

に
学
問
や
武
芸
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
の
ち
、
そ

の
ぶ
と
し

の
紹
介
で
水
戸
の
青
山
延
寿
に
入
門
、
さ
ら
に
巾

とう は

中根東浦の
せきいんじゅ〈

惜陰塾跡について
茸

高栽市文化財保護審縦会委典

江尻光昭さん （本町）

央
に
進
ん
で
当
時
最
高
の
教
育
機
関
と
さ
れ
て
い

し
よ
う
へ
い
こ
う

た
幕
府
の
昌
平
費
で
学
問
に
精
励
、
帰
郷
し
て
役

せ
き

に
就
き
政
治
面
に
尽
力
し
ま
し
た
が
、
惜
陰
塾
と

い
う
私
塾
を
開
い
て
、
次
代
を
担
う
人
物
育
成
に

努
力
し
ま
し
た
。
惜
陰
塾
は
こ
う
し
て
出
発
し
た

の
で
す
が
、
遠
く
は
い
わ
き
方
面
か
ら
も
入
門
者

が
い
ま
し
た
。

幕
末
か
ら
明
治
初
期
の
危
機
に
際
し
、
中
山
家
を

た
す
け
て
そ
の
存
在
を
安
泰
な
ら
し
め
、
一
般
人

を
戦
火
に
あ
わ
せ
ず
に
す
ん
だ
こ
と
に
も
か
れ
の

力
が
大
き
か
っ
た
と
み
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
明
治

以
後
は
も
と
め
ら
れ
て
官
界
に
身
を
お
い
た
の
で
す

が
、
産
業
の
発
展
、
そ
の
他
種
々
の
面
に
尽
力
し

て
い
ま
す
。

も

東
浦
の
家
は
、
当
時
の
政
治
家
の
例
に
洩
れ
ず

現
在
残
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
惜
陰
塾
の
跡
に
は

松
岡
地
区
公
民
館
が
建
設
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
を
利
用
さ
れ
る
際
に
は
こ
う
し
た
こ
と

を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
の
も
よ
い
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

詞

▲惜陰塾の跡一今年度，松岡地

区公民館が建設される予定地

フ

一
市
一
長
一
一
一
随
一
想
一
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出
逢
い
、
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
と
の
州
逢
い
、
風
景

と
の
出
逢
い
、
そ
し
て
、
花
な
ど
と
の
出

逢
い
、
す
べ
て
人
生
は
す
ば
ら
し
い
Ⅲ
逢

い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
美
し
い
花
も
観

さ
び

賞
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
か
っ
た
ら
淋
し

い
も
の
で
し
ょ
う
。

桜
の
花
の
咲
く
春
、
き
ら
き
ら
輝
く
太

陽
を
体
一
杯
に
浴
び
る
夏
、
厳
し
い
寒
さ

に
堪
え
忍
ぶ
冬
、
そ
の
四
季
が
、
す
べ
て

人
の
生
き
る
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
き
り
ぴ

漁
火
と
の
州
逢
い
は
、
私
の
人
生
を
変

季
が
、
す
べ
て

で
し
ょ
う
か
。

私
の
人
生
を
変

出
逢
い

：

蕊
海峡挽歌（第34回新世紀展） 鶏

蕊
灘

蕊
蕊
罵

え
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
忘

れ
て
い
た
人

間
愛
（
Ｉ
ぬ

く
も
り
）
を

呼
び
起
こ
’

て
く
れ
ま
し

た
。
私
は
、

あ
の
夜
景
の

中
に
光
る
漁

火
を
見
た
と

き
、
そ
の
感

動
は
言
葉
に

園 こう き

吉田好毅さん
(春日町）

な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、

絵
に
よ
っ
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
の

画
で
す
。
そ
れ
か
ら
数
年
、
私
の
モ
チ

ー
フ
と
な
り
、
そ
の
後
、
北
国
の
灯

洋
台
、
凍
て
つ
く
海
に
心
を
奪
わ
れ
、

描
き
続
け
ま
し
た
。
そ
し
て
ふ
と
、

さ
い
は
て
の
車
窓
よ
り
見
た
舟
小
屋

に
、
人
生
の
縮
図
を
思
い
、
北
の
駅

に
足
を
と
め
て
ス
ケ
ッ
チ
を
し
た
の

だ
れ

で
し
た
。
今
は
誰
も
い
な
い
海
に
、
荒
れ

果
て
た
舟
小
屋
、
ド
ラ
ム
缶
が
転
が
っ
て

い
て
、
捨
て
ら
れ
た
タ
イ
ヤ
が
い
く
つ
か

散
ら
ば
っ
て
い
る
雪
の
舟
小
屋
は
、
な
ぜ

か
私
に
問
い
か
け
て
く
る
の
で
す
。
朽
ち

果
て
る
悲
し
さ
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も

北
国
独
特
の
哀
愁
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、

力
の
限
り
を
尽
し
て
生
き
る
姿
な
の
か
、

そ
ん
な
思
い
を
描
き
続
け
て
い
ま
す
。
で

も
、
本
当
に
心
か
ら
納
得
の
い
く
作
品
が

で
き
な
く
て
、
迷
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

い
つ
の
Ｈ
に
か
，
「
こ
れ
だ
’
・
」
と
い
え
る

作
品
を
一
枚
描
き
た
い
思
い
で
す
。
絵
は
、

一
生
の
仕
事
で
あ
り
、
人
生
そ
の
も
の
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
Ｈ
が
終
っ
て
暮
れ
な
ず
む
西
の
空
に

夕
焼
け
が
眼
に
し
み
る
こ
ろ
、
私
の
作
画
活

動
の
始
ま
り
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
た

く
さ
ん
の
先
輩
、
友
人
た
ち
と
の
出
逢
い

を
し
、
大
変
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
明
日
と
い
う
新
し
い
ｎ
と
の
洲
逢

い
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ

で
す
。

口

／ｰ

｢高萩の動物」～～～～～～～～～～～～～～～～～へシリーズ う･～～～～～～～～～～～～～～

の
地
層
か
ら
、
最
初
の
勘
》
蕊
搬
＃
鴬
》

化
石
が
出
現
す
る
原
始
的
な
昆
虫
で
す
。

ふ
だ
ん
私
た
ち
が
、
何
気
な
く
靴
の
下
に
し
て

い
る
森
林
の
ｋ
の
中
に
は
、
お
び
た
だ
し
い
数
の

土
壌
動
物
と
呼
ば
れ
る
、
小
さ
な
動
物
た
ち
が
生

活
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
動
物
た
ち
は
、
互
い

あ
み

に
食
物
網
と
呼
ば
れ
る
密
接
な
関
連
を
保
ち
な
が

ら
、
落
葉
や
枯
れ
枝
ゞ
時
に
は
倒
木
を
も
菌
類
と

協
同
し
て
粉
砕
し
、
無
機
物
へ
と
還
元
す
る
作
用

を
持
っ
て
い
ま
す
。
森
林
の
樹
木
の
生
長
に
不
可

欠
な
無
機
塊
類
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
土
壌
動
物
の
中
で
、
ト
ビ
ム
シ
類
は

土
中
ダ
ニ
知
と
と
も
に
個
体
麺
が
圧
倒
的
に
多
い

類
、
コ
ム
シ
類
と
と
も

に
雌
翅
頗
に
属
し
、
今

か
ら
お
よ
そ
五
億
年
ほ

ど
前
の
カ
ン
ブ
リ
ア
紀

こ
と
を
示
す
、
明
ら
か

な
翅
の
痕
跡
を
持
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ど
ち
ら

も
有
翅
類
に
属
し
ま
す
。

ト
ビ
ム
シ
類
は
、
、
ン

ト
ビ
ム
シ
顯

ひ
ろ
し

田
村
浩
志
さ
ん
（
土
壌
動
物
）

し
よ
筍

昆
虫
と
い
う
と
脚
が
三
対
あ
っ
て
羽
根
（
翅
と
グ
ル
ー
プ
で
す
。
ト
ビ
ム

い
う
。
）
を
使
っ
て
飛
翔
す
る
虫
で
あ
る
と
考
え
る
通
常
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当

人
が
多
い
の
で
す
が
、
実
は
昆
虫
顔
の
中
に
は
生
ま
す
。

涯
、
翅
を
持
た
ず
に
過
ご
す
無
翅
類
と
呼
ば
れ
る
ト
ビ
ム
シ
類
は
、
体
鳫

グ
ル
ー
プ
が
い
ま
す
。
ア
リ
は
、
繁
殖
期
に
な
る
小
な
昆
虫
で
す
。
特
有
の

と
有
翅
個
体
が
生
じ
て
、
結
婚
飛
行
を
行
い
ま
す
が
与
え
ら
れ
る
と
、
ピ
ョ

し
、
ノ
ミ
は
進
化
的
な
過
去
に
翅
を
持
っ
て
い
た
す
。
な
か
に
は
地
中
の
小

グ
ル
ー
プ
で
す
。
ト
ビ
ム

ミ
棚

カ
マ
ア
、
ン
ム
シ

~

~

シ
だ
け
で
、
森
林
で
は

通
常
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
五
万
個
体
ほ
ど
が
い

ま
す
。ト

ビ
ム
シ
類
は
、
体
長
が
一
か
ら
三
ミ
リ
の
微

小
な
昆
虫
で
す
。
特
有
の
跳
躍
器
を
持
ち
、
刺
激

が
与
え
ら
れ
る
と
、
ピ
ョ
ン
と
跳
ん
で
移
動
し
ま

す
。
な
か
に
は
地
中
の
生
活
に
適
応
し
て
、
跳
ぶ

必
要
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
跳
躍

》
靴冷
温
帯
と
暖
温
帯
の
移
行
域
に
位

置
す
る
た
め
、
北
と
南
の
両
要
素
の
生
物
が
混
在

す
る
興
味
あ
る
地
域
で
す
の
で
、
今
回
の
調
査
で

そ
う

茨
城
県
の
ト
ビ
ム
シ
相
の
八
割
以
上
が
把
握
で
き

る
も
の
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

「
高
萩
の
動
物
』
は
、
茨
城
県
及
び
、
近
隣
地

域
の
ト
ビ
ム
シ
州
に
関
す
る
今
後
の
基
準
に
な
り

ま
す
の
で
、
出
版
に
向
け
て
、
一
層
の
調
査
を
進

め
て
行
く
つ
も
り
で
い
ま
す
。‐

湾
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溌瀞
郵鑑識
▲横川の

助川義夫･いしさん

高萩市と北茨城市の

境を流れる大北川は，

約6kmに渡って深いV ;

字谷をつくっています。

高萩市と北茨城市の

境を流れる大北川は，

約6kmに渡って深いV ;

字谷をつくっています。

一
ボ
ー
ル
田
呈
）
、
ベ
ル
田
の
二
）
、
ベ
ル
タ
ー

ブ
宙
の
－
５
局
）
の
頭
文
字
を
取
っ
た
の
が
、
３
Ｂ
体

に
壺
操
ク
ラ
ブ
で
す
。
こ
の
三
つ
の
用
圖
一
〈
は
、
体
操

一
操
を
行
う
う
え
で
の
補
助
目
一
〈
に
な
り
ま
す
。

イ
体
あ
お
む
け
に
寝
て
、
空
気
の
あ
ま
い
ボ
ー
ル

》
》
唯
恥
雌
睡
壷
唖
蛭
吋
恥
誹
榊
耐
跨
誠
細
誰
御
建

き
、
軽
快
な
音
楽
で
ツ
イ
ス
ト
を
楽
し
み
な
が

《
ロ
ら
ベ
ル
を
取
り
あ
い
、
反
射
神
経
を
養
い
ま
す

似
ベ
ル
タ
ー
（
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ニ
ー
ル
製
の

の
／
，
カ
ラ
フ
ル
な
輪
の
鎖
）
は
、
自
分
に
あ
っ
た
長

ド
わ
さ
に
調
節
し
て
、
体
中
の
筋
肉
を
伸
ば
し
ま
す

一
い
３
Ｂ
の
川
具
を
使
っ
て
の
体
操
は
、
ま
だ
ま
だ

夕
た
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

吋
鈎
令
噛
識
恥
柚
確
聴
岼
訓
牡
容
計
訓
蒜
ユ
唾
嘩
蕊

臺
臺
臺
妻
臺
臺
臺
臺
臺
臺
臺
臺
臺
美
臺
臺
臺
美
臺
毒
董
菫
塞

険しい岩肌のかこう

￥iの!'|に，春は新緑秋には |葉と|ﾉL|季折々，独

特のハーモニーを見せます。

横川の住み，大北川の水をずい道（トンネル)に

流し，発電所へ送るため水量の調節をする取水場

に勤務していた助川義夫さんは，長く大北渓谷を

見守ってきました。

「横川地区は，周囲を山に囲まれ・すI)鉢の底，

昭和29年に県道が開通する前は，険しい器の渓谷

をさけ,徒歩でいくつもの山を超えるため,高萩の

まちへは1泊2日の日程でした。当|I,f,北茨城市

の松井付近に料金所があって，有料道路だったん

ですよ｡」と助川さんは昔を懐かしんでいます。

また, 「私は電気屋なのに電気がない。そこで，

電柱用の木と作業の労力の提供に，横川地区全
とも

貝であたって電燈を灯しましたJこれは助川さん

にとって一番の誇りだったと話しています。奥さ

んのいしさん,｢電燈の下で， さぞかし夜なべ{1:

が進むだろうと思っていたら，逆にラジオに耳を

傾け，手は動きませんでしたね凶と， よいのやら

悪いのやらと笑っていました。

大北渓谷には，大小48の滝があり，第3の滝は，

“かごかけ”と呼ばれ，水量が多いと海からマスが
かご

のぼり，仕掛けた籠に入るといわれています。それ

ぞれの滝に,生活の知恵などが伝えられています。

蕊
…三

１言

道
を
Ⅸ
ば
ん
ぞ
大
北
渓
谷

雲
篝
臺
美
臺
美
臺
臺
臺
美
臺
美
臺
臺
臺
臺
臺
美
菫
重
美
美
臺
臺
萎
菫
臺
臺
臺
臺
臺
臺
菫
薑

り
、
少
し
ず
つ
無
理
な
く
力
を
出
せ
ま
す
〕
と

指
導
に
あ
た
る
の
は
、
レ
オ
タ
ー
ド
姿
の
似
合

い
・
く
こ

う
戸
井
田
郁
子
さ
ん
（
水
戸
巾
）
で
す
。

会
員
の
間
で
は
、
「
レ
オ
タ
ー
ド
の
似
合
う
ボ

デ
ィ
ー
に
な
り
た
い
わ
い
と
か
、
「
一
人
で
や
る

と
さ
ぼ
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
ワ
ー
ワ
ー
騒
ぎ

な
が
ら
、
み
ん
な
で
集
ま
る
と
楽
し
い
で
す
Ｊ

と
、
今
年
の
四
月
に
結
成
し
、
会
員
も
約
十
五

人
に
増
え
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

「
３
Ｂ
体
操
は
、
体
だ
け
で
な
く
、
目
や
耳
、

頭
と
全
て
を
使
う
の
で
、
練
習
を
重
ね
る
と
、

気
持
ち
ま
で
自
然
に
は
つ
ら
つ
と
し
て
き
ま
す

美
し
く
老
い
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
、
ご
一
緒
に
凶

と
、
会
員
の
平
松
か
お
る
さ
ん
は
、
会
員
を
募

っ
て
い
ま
す
。

☆
連
絡
先
…
平
松
さ
ん
念
二
川

○
八
九
八

ｰ

鱗茨
城
の
自
然
一
○
○
選
か
ら
～

I

i

I

欝雛 〆

ｰ

鬘▲中央公民館の婦人学級のみなさんは, 6月の課題｢美と
薑 健康」のなかで, 3B体操クラブの指導をうけました。
堂葦
壼

ハ …一…γ伽… …、

群議
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’

ひろ綾

ナーは，みなさん

や行事，声を紹介

たくさんの話題を

ありがとうござい

しお寄せください。

一
秋
山
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
は
、
六
月
四
日
側
か

団
ら
始
ま
っ
た
、
第
十
三
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ

年
－
大
会
の
茨
城
県
大
会
（
六
十
四
チ
ー
ム
参
加
）

囲
沙
で
、
高
萩
・
北
茨
城
・
十
王
の
二
市
一
町
か
ら

廼
力
は
初
の
ベ
ス
ト
・
エ
イ
ト
進
出
と
な
り
ま
し
た

企
叶
シ
強
豪
と
評
価
の
高
い
水
戸
市
代
表
と
の
初
戦

イ
雌
で
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
で
快
勝
、
そ
の

唾
秋
後
も
勝
ち
続
け
、
手
づ
く
り
の
団
旗
を
繰
り
出

血
ｒ
一
し
て
の
応
援
と
激
励
を
受
け
ま
し
た
が
、
惜
し

易
く
も
準
々
決
勝
で
破
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

べ
か
し
、
初
の
記
録
を
つ
く
っ
た
子
ど
も
た
ち
の

②
興
奮
は
さ
め
ず
、
今
後
ま
す
ま
す
実
力
が
発
揮

瞳
さ
れ
る
の
で
は
と
、
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

念

一
武
徳
殿
少
年
剣
士
隊
の
中
学
生
チ
ー
ム
が
、

隊
四
月
一
千
九
日
出
、
笠
松
運
動
公
園
で
行
わ
れ

吐
た
全
日
本
少
年
剣
道
錬
成
茨
城
県
大
会
で
、
全

寅年
国
大
会
出
場
の
栄
を
手
に
し
ま
し
た
。

少
そ
の
中
学
生
は
、
高
萩
・
秋
山
・
松
岡
中
学

癖
校
の
三
校
に
通
う
生
徒
た
ち
で
す
。
剣
道
に
打

武
ち
こ
む
熱
意
で
、
練
習
に
励
む
五
人
で
す
が
、

一
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
情
報
交
換
や
、
趣
味
の
話

し
に
な
る
と
、
快
活
な
笑
顔
を
見
せ
る
ス
ポ
ー

陽
ツ
マ
ン
で
す
。

閏
八
月
三
日
㈱
か
ら
日
本
武
道
館
で
始
ま
る
全

含
国
大
会
で
は
、
秀
で
た
技
と
鍛
え
ら
れ
た
心
身

式
の
五
人
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

回
全
国
大
会
出
場
メ
ン
バ
ー
（
敬
称
略
）

全
磯
野
秀
樹
（
秋
山
中
）
、
石
川
智
則
言
萩
中
）
、

小
川
真
一
（
秋
山
中
）
、
中
野

武
志
（
高
萩
中
）
、
篠
原
俊
夫

２
係
配
（
松
岡
中
）

課広報広聰係

2111内線262）

ー

六
月
四
日
側
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
通
信
所
の

グ
ラ
ン
ド
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
少
年
野
球
教
室
が
開
か

れ
、
市
内
の
野
球
チ
ー
ム
、
五
チ
ー
ム
を
含
む

七
チ
ー
ム
約
百
二
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

少
年
野
球
チ
ー
ム
の
子
ど
も
た
ち
は
、
社
会

人
野
球
チ
ー
ム
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
東
の
Ｏ
Ｂ
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
各
ポ
ジ
シ
ョ
ン
別
の
実
技
や
バ
ッ
テ

ィ
ン
グ
な
ど
、
熱
心
な
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

蕊溌 第10回記念

高萩市民ゴルフ大会
擁

毒鑿菖遥
ー

NTT少年野球教室

6月11日（日） 高萩カントリークラブで，

第10回記念高萩市民ゴルフ大会が行われ，

A･Bクラスの2部門に168人の市民の

みなさんが参加して，技を競いました。

成績は，次のとおりです。 （敬称略）

Aクラス（昭和18年生以前）

優勝下山田忍

準優勝今泉七郎

第3位松浦徳夫

Bクラス（昭和19年生以後）

優勝大谷篤也
U）り お

準優勝中村徳雄

第3位大森利久

ベストグロス
とし お

Aクラス下山田稔雄

Bクラス赤津卓男

第10回記念高萩市内剣道錬成大会

蕊六月
二
十
五
日
⑪
市
民
体
育
館
で
、
第
十

Ⅲ
記
念
高
萩
市
内
剣
道
錬
成
大
会
が
開
か
れ
、

小
・
中
・
高
校
生
や
一
般
の
み
な
さ
ん
な
ど
約

四
百
人
が
、
団
体
戦
や
個
人
戦
に
参
加
し
ま
し

た
。

り
り
し
い
剣
道
着
姿
の
高
校
生
や
一
般
の
選

手
た
ち
の
な
か
で
、
か
わ
い
ら
し
く
感
じ
る
小

学
生
の
選
手
た
ち
も
、
さ
か
ん
に
技
を
決
め
て

い
ま
し
た
。

…
…

1□



零鱗元年度

§寧簔震塞蕊掌綴講蕊喜

し計幻の
五
月
三
十
日
㈹
文
化
会
館
で
、
平
成
元
年

度
中
央
公
民
館
学
級
・
講
座
合
同
開
講
式
が
、

約
六
百
人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
革
工
芸
・
ワ
ー
プ
ロ
講
座
へ
の
希

望
者
が
特
に
多
く
、
抽
選
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
め
き
よ
↑
つ
き
ち

開
講
式
の
あ
と
、
百
目
鬼
用
吉
先
生
を
迎
え
、

「
老
い
て
生
き
る
」
と
い
う
演
題
で
講
演
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

§

熱
鱗
鋳
癖
蕊

恕灘

市民のひろばのコー

の身近に起こった話題

しています。今回も，

お寄せいただきまして

ました。次回もどしど

お待ちしていま～す

☆あて先……市民活動

（壷23

3世代が一緒に春季・ミニ

運動会 ～向洋台団地～

6月4日旧） 向洋台団地の公園で，団

地のみなさん約500人が参加して,春季・

ミニ運動会が開かれました。

この運動会は，子どもからお年寄りま

で参加し， さかんな応援の歓声が上がる

なか，各種競技を楽しんでいました。

平成元年度中央公民館

学級・講座合同開講式

五
月
三
十
日
㈹
キ
リ
ス
ト
教
聖
児
幼
稚
園

高
萩
分
園
の
園
児
た
ち
約
三
十
人
が
、
市
役
所

を
訪
れ
、
鈴
木
市
長
に
、
「
毎
日
、
私
た
ち
の
た

め
に
働
い
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
】
と
、
か
わ
い
い
声
を
そ
ろ
え
て
、
花
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

同
園
で
は
、
消
防
署
や
郵
便
局
な
ど
に
も
、

毎
年
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
、
感
謝
の
気
持

ち
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

ー

親子体育祭～東小学校～
快晴に恵まれた6月4日旧)，東小学校

で，恒例の親子体育祭が行われ，約800

人の親子が各競技に参加しました。

親子で出場する競技では，親子で声を

掛けあい，和気あいあいとした時間を楽

しんでいました。

園児たちから

花のプレゼント

通学用自転車にTSマーク貼付

6月15n(和高萩工業高校（井上正一 ～高萩工業高校～
校長，生徒数493人）で，生徒の通学用の

自転車約210台について安全点検を行い，新庄市親善訪問山菜取り

～高萩市舞踊交流会～
その自転車にTSマークをはりました。

TSマークとは， よく整備された普通

自転車にはることができ，保険がついて

います。同校では，年21Ⅱ| ，通学用の自

転車の点検を行っていますが, TSマー

クをはることで，生徒たちの交通事故防

止への意識をより高めるためにもと行わ

れました。

ー

ざ拷弗:蝿騨溌蝉f燕搾誇 ご 鯉蛎洪

新庄市と高萩市の友好都市盟約（4月

27日調印）のきっかけを作った高萩市舞

踊交流会のみなさん約30人が， 5月27日

出から28日(日)の1泊2日の日程で，新庄

市親善訪問山菜取りに，新庄市を訪れま

した。

舞踊交流会のみなさんは，新庄市の舞

踊会(むつみ会)のみなさんに案内され，
したづつみ

山菜取りや山菜料理に舌鼓を打ち，夜は

両会の歌や踊りを披露しあい， より深い

交流の輪をつくりました。

16ミリ映写機操作認定証取得講習会

6月2411比） 図書館で, 16ミリ

映写機操作認定証取得講習会が開

かれ，子ども会の指導者や，小・

中学校の教員など約10人のみなさ

んが参加しました。

参加したみなさんは，実際に映

写機を操作するなど，活発な講習

会となりました。

11



防
犯
功
労
者
で

か
ず
え
い

大
友
－
衛
さ
ん
表
彰

関
東
甲
信
越
大
会

五
月
二
十
五
日
附
静
岡
県
焼

津
市
で
行
わ
れ
た
関
東
防
犯
協
会

連
絡
協
議
会
主
催
の
関
東
甲
信
越

か
ず
え
い

大
会
で
、
大
友
一
術
さ
ん
（
東
本

町
）
が
防
犯
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
の
防
犯
功
労
者
は
、

市
内
で
は
大
友
さ
ん
が
二
人
め
の

表
彰
で
す
。

時
計
店
を
営
む
大
友
さ
ん
は
、

昭
和
四
十
五
年
に
防
犯
連
絡
員
に

就
任
さ
れ
、
現
在
、
高
萩
市
防
犯

連
絡
貝
協
議
会
の
高
萩
分
会
副
分

会
長
を
務
め
、
各
種
防
犯
運
動
に

努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
少
年
非
行
防
止
と
少

年
健
全
育
成
の
た
め
、
積
極
的
に

諸
活
動
を
推
進
し
て
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
地
域
づ
く
り
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
今
回
の
表

彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

大友－衛さん

（東本町）

邑八が受貴

第3回高萩市体育協会

スポーツ振興大会

6月18日（日） 中央公民館で，第3回高萩市体育協会スポーツ振興

大会が開かれ，昭和63年度の各競技において優秀な成績を納めた次

の5人のかたがたが,競技優秀者として表彰を受けました｡(敬称略）
のりゆき

高橋宣之県民総合体育大会

（東本町） 兼全国高校柔道大会茨城県予選会

･95kg超級 第3位

舟生智昭茨城県新人柔道大会

（安良川) ･95kg超級 優勝
つとも‘

横田 力小中高生全国空手道大会

（島名） ・組手の部 第3位

岡田小百合全国レスリング大会

（安良川) ･32kg級 第3位

永山 学茨城県少年相撲大会

（十王町） ・個人3年生の部優勝

※高萩相撲道場スポーツ少年団所属

霧3懲真蕊一誓蕊鱒愈掛
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函自動亘刷

参議院議員通常選挙の投票日です
I 軽自動車税は，原動機付自転車，小型特殊自動車，

| 自動2輪車,軽自動車の所有者にかかる税金で,軽自
l 動車などの主たる定置場の所在する市町村が課税しま

；す。納税義務者は， 4月1日現在の所有者です。

I★主たる定置場とは？

； 主たる定置場とは，軽自動車などの運行を休止した

1時の，駐車する場所のことです。

| :剰鮮謡|餅……
’ ○自動2輪車 1軽自動車使用届出済証， または，
i o軽自動車 ’自動車検査証を受けた場合は, そ

こに記載された使用の本拠の位置

I oその他 所有者の住所地

くらしにつながる大切な一票です。

みんなそろって投票しましょう。

参議院議員通常選挙は，選挙区選出議員選挙（旧地方区） と，

比例代表選出議員選挙（旧全国区）の2つに分かれています。

投票用紙の書き方など， 間違えないように注意してく､ださい。

選挙の内容

（
）

選挙区選出議員選挙｜比例代表選出議員選挙

候補者個人に投票する選

挙です。

政党に投票する選挙です

ので，政党名を言いてく

ださい。候補者個人名を

書くと無効です。

投票用紙の

書き方は？

糯ｼ紙’， |紙鮮の蝸紙に照色うすい鼓…紙に照色鯵の剛紙に赤仏刷りで刷りです。

※詳しくは，高萩市選挙管理委員会へどうぞ。

念23－2111内線312I★手続きや相談はどこへ？

I 所有者の変更や廃車なと令の異動が生じた場合は，す

Iみやかに手続きをとってください。なお，排気量によ

； り受け付け窓nが違いますので，注意してください。

i ○小型特殊自動車

｜鯛繍図“！ ○農耕作業用自動車
’ ○原動機付自転車(125cc未満）

: 、自動2輪事 ('妬護急)|･齢謝-5348
｜･軽自動車賛助会

： ○軽自動車 ｜ 念0292-47-0638
跨二電二通==雪奎牽璽畢壹韮与套琴雪雲雪雲琴==雪=琴、垂室壷垂宣､牙垂至套垂至空豆=琴=琴彗==垂雪垂垂互，

犬の飼い主のルール

犬の運動や散歩には，必ずフンの始末

をしましょう。

フンは， ビニール袋などを持参して，

責任を持って処理しましょう。

また，犬の放し飼いは，禁じられてい

ます。散歩は， クサリにつないでしてく

ださい。

職l一

1巴



お元気ですか係健婦です一一一-－1

国民年金の保険料を，納期のた

びに市役所や銀行などへ出向いて

納めているみなさん， 「口座振替」

制度を利用しますとたいへん便利

です。特に，仕事の忙しい人，不

在がちな人などに便利です。

この制度は，銀行などの預金｜ ｜

座から， 自動的に保険料を納める

方法で，納め忘れや，納める手間

をはぶくことができます。

もし，保険料の納め忘れがある

と，病気やケガで障害者になった

ときに，障害基礎年金が受けられ

ない場合もあります。 また，将来

老齢基礎年金が減額になったり，

受けられないといったことにもな

りかねません。

口座振替の手続きは， あなたの

預金口座のある銀行，信用金庫

信用組合,農協などの金融機関(郵

便局は除く｡)か，保険年金課で受

け付けます。その際年金手帳

預金通'帳，通'帳届け出の印鑑国

民年金の納付害をお持ちになって

ください。

※詳しくは，保険年金課へと÷うぞ〔

S23-2111内線232
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8月1 11(火)と2日(刺の2日間

高萩保健所

8月22H(火）

水城高等学校（水戸市）

受付日

受付場所

試験日

試験場

児菫手当 三
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＝

＝

＝

＝
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＝
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＝

義務教育就学前の児童を含む18歳未満の児童を2
＝

＝

＝

＝

＝

二

＝

＝

ロ
ー

口

国

人以上愛育しているかたに申請により支給されます

が、所得制限があります。

※詳しくは，高萩保健所衛生課へどうぞ。

念22－2628

支給棚は、児童1人のとき月誠34,000円、児童2

人のとき39,000円、以下児童1人増えるごとに2,000

円を加ヨた額が支給されます。

〃，意職刷撫
ﾛ

○家出人相談所を

ご利用ください

と き 8月10n(*), 11H(金）

午前9時から午後4時

ところ 日立警察署

※相談には，消息の手がかりとなる物があ

りましたら， お持ちください。詳しくは，

高萩警察署へどうぞ。 念24－0110

(止しい内容） はってお使いください。

支給額は、 2番目の児童には月額2,500円、3番目

からの児童には1人につき月額5,000円の割りで支給

されます。
‐ ‐ ‐ ‐ - 誰キリトリ線天 ・ ・ ‐

1日



参伽老嘉集しき～す 沸一ｼ唱臓ｨ'床藍繋潔騨総夏の到来…

★第17回高萩市長杯争奪 ★親子水泳教室 ★第10回市民テニス大会
軟式野球大会 と き 7月24日(月)から28日(金), 31日 と き 9月3日(日)…ダブルス

と き 8月27H旧)から10月1日(H) (月), 8月1日㈹の71]iM

W胴|ｼﾝグﾙゞ毎週日曜日 午前9時30分からl1時30分

ところ高萩市営野球場， ほか ところ高萩小学校プール ところ高浜運動広場テニスコート

チーム編成市内に居住， または勤務 対象者小学校l～3年生とその親 種目一般男女， 男子青壮年(40歳

している人(学生は除く）で， 募集人員 20組(40人） 以上）

監督を含め25人以内で編成 参加料 1 ,000円 参加料シングルス 1,000円

参加料 1チーム5，000円 申込方法 7月10日(月)から17日(月)まで ダブルス（1組） 2,000円

申込方法7月20H(和までに，市民体 に，参加料を添えて市民体育 申込方法 8月5日仕)から20日(I1)まで

育館に備え付けの申込吉にて 館へお願いします。定員にな に，参加料を添えて市民体育

市民体育館へお願いします。 り次第，締め切ります。 館へお願いします。

★第2回少年水泳大会 ◎テニス教室? Ⅱ¥
；

と き 8月18日㈱雨天の時, 20日旧） 団体…自由形(小・中学校別） 》 ﾘ~勤労青少年ボーム～

ところ松岡中学校プール 男，女，混合 テニスに興味のある初心者， テニス

対象者市内に居住,または市内の小． 申込方法7月17日(月)から8月12日(土） の技術の向上，そして若者の交流を楽

中学校に通学している人 までに，所定の申込用紙で， しめるテニス教室でお待ちしています。

参加料無料 学校， または，市民体育館ま と き 8月26日出， 27日(日)， 9月2

種目個人…男女とも自由形と平泳 でお願いします。 日出， 9日比)， 15日(金)， 16日

ぎ（学年別） 参加者全員にデイプロマ（参加記録 日出, 30日出, 10月1日(H)の

証） を差し上げます。 81］間

＊小｡中学校のプールを無料開放。 ;ff";M "zJ ;､ .土曜日は午後3時から5時
・ 日曜･休日は午前9時から11時

小・中学校のプールを無料で開放し 日(和から12日出， 8月17日(和 募集人員 30人（先着順）

ますので，夏期の体力づくりにご利用 から31日(木j) 参加料 2,000円

ください。ただし，団体(10人以上） 開放時間午前9時から午後4時 対象者市内に居住， または勤務先の

で利用する場合に限ります。 ※学校が使用する場合は，開放しませ ある独身者

開放学校高萩小・中，松岡小・中， ん。 また，高萩中のプールは，修理中 指導者n本テニス協会公認指導員

秋山小・中，東小の7校 のため開放期間が変更になる場合があ 申込方法 8月1日㈹から受け付けま

開放期間 7月25日㈹から8月12日u二), ります。 すので，参加料を添えて，勤

8月17日(和から31日(木』 申込方法 7月17日(月)までに，市民体 労青少年ホームへお願いしま

（ただし，高萩小は， 8月2 育館へお願いします。 す。念23－7177

L〆

一
）

………重化舎鰯も主おしも⑳

f認謡!fi『
プレイガイド

ャラリー
田所書店，仲屋書店，深谷書店，㈲上島名

,24日旧)の3日間 ストア高浜やおけん，野木商店，ピアノマ
後7時（24日旧） 会館，文化会館(念23-7411）

理謡謡“恐巳畢詫巳是毛巳己巳巳巳』己巳巳巳巳己巳…

◇人情時代劇

敬老の日特別番組

旅廻り－座公演

と き 9月13日(和

午後2時

入場料（全席自由席）

1 ,500円

●発売開始予定 8月6日旧）

昭
吊
里
鷆
餌
巽
湧
き
と
申
と
由
と
占
占
由
と
中
中
中
中
中
中
中
中
申
車
中
包
み
由
中
中
由
申
中
中
唱
壺

◇我が家の棚蔵品

第5回市民ギャラリー

と き 9月22日(金)から24日旧)の3日間

午前9時から午後7時（24日旧）

は，午後4時まで｡）

●入場料は無料です。

ねもと， コミュニティ

ー卜(磯原)， 日立市民

岳且〆且Ｈ記亜門Ｅ〆２〆唖笹ｒ己配Ｊ凸〆卍己〆己Ｈ碑２召己ＨＥ 己Ｈ２配〆卍醍胃卍卍卍唾ワワロニ只里夕幻罪1号巳回…号」 …岳GB画
』

［

』己ｒ呼〆児ｒ岨ｒ卍Ⅱｒ配〆卍亜〆己Ｈ２配〆卍巳
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⑦日曜当番医弓

Oご相談にどうぞ 7月の市民相談室での行政相談，交

通事故相談は，次のとおりです。

D行政相談：7月13日（木j, 27日(和

し交通事故相談：7月19日(水）b交通事故相談：7月19日(水）

(無料です｡）

時間は，

◎人間ドックをご利用ください～国民健康保険事業～

国民健康保険加入者を対象に，人間 元年4月1日現在),ただし，

ドック(成人病予防の総合健診，外来． 現在，医師の治療を受けてい

日帰りコース） を実施します。受診料 る人，妊娠中の人は除きます‘

の一部を補助しますので，ぜひご利用 募集人員 100人

ください。 申込方法7月17日(ﾉ1)から31日旧)まで

受診料35，020円 に，保険証と印鑑をお持ちに

（厭蕊金剛： 簡潔鰯噛讓
健診機関高萩協同病院（安良川） り次第締め切ります。

実施期間 9月1日(金)から11月30日㈱ ◎受診の対象となった人には，受診補

（ただし,土･日･祝日は除く｡） 助決定通知書を8月中旬ごろまでに送

検査時間午前8時30分から午後2時 付する予定です。

対象者国保税の滞納がない世帯で， ※詳しくは，保険年金課国保係へどう

40歳以上60歳未満の人（平成 ぞ｡S23 2111内線234

いずれも午前9時から午後4時までです。

◎胸部間接撮影(レントケン）
● ●

とたん検査

毎年, 15歳以上の人（会社等に勤務

している人や学生，最近，病院などで

レントゲンを受けた人を除く｡)を対象

に， レントゲン間接撮影を行っていま

すが,今年から次の人については,たん

の検査も|司時に行います。

日程は，個別通知でお知らせします。

対象者．40歳以上で6か月以内に血た

んの出た人

・ 50歳以上で喫煙指数（1日本

数×年数）が600以上の人

受診料400円

※詳しくは，衛生課へどうぞ。

a23-2111内線363

＝

◎お年寄りの部屋をつくりたい人へ資金黄付制度をどうぞ

60歳以上のお年寄りと同居の人， ま

たは同居予定の人で， お年寄りのため

の専用居室なと舗の増改築などをしよう

とする人に，高齢者住宅整備資金貸付

制度がありますのでご利用ください。

貸付金限度額 1件あたり 202万円

貸付4件 （改正見込）

貸付利率年3％

償還期限10年以内

申込期限 9月30日仕)まで

※申し込み，問い合わせは，福祉事務

所社会係へと・うぞ。

壷23 21 1 1内線355

◎目で見る市政教室の

参加者募集

市内に数多くある施設や史跡を見学

して，市政の姿をより理解していただ

くため, Hで見る市政教室を開きます。

と き 8月2日(和

予定時間は，午前9時から午

後3時（昼食は，各自ご用意

ください｡）

対象者親子(お子さんは，小学生まで｡）

募集人員先着35人

申込方法電話， または直接市民活動

課へと尋うぞ｡S23 211 1内線262

◎障害者住宅整備資金黄付制度をどうぞ

岸障害者(障害程度1級から4級)， ま

たは，障害者と同居する世帯に障害者

の專用居室などの増・改築などをしよ

うとする人に， ｜潭害者住宅整備資金貸

付制度がありますのでご利用ください。

貸付限度額202万円(改正見込)貸付1件

貸付利率年3％

償還期限 10年以内

申込期限 9月30日出まで

※申し込み， 問い合わせは，福祉事務

所援護係へどうぞ。

念23 21 1 1内線353

" " “ ､ “ ・ 鮫‘､ ､;ず､ ､::､燕 ．;. ; .､ ; . . .

〃浄翻列篭ジ弱ざ撚餓瀞J唾､

応募方法履歴書1部,写真2枚(サー

ビス判程度で， ひとりで全

身を撮ったものと，顔写真

とおのおの1枚）

応募先〒310水戸l1丁大町1-2-17

茨城県開発公社ビル4階

耐)グリーンふるさと振興機構

ミス･グリーンふるさと事務局

壷(0292)24 7166

※応募先へ， 7月22日出までに直接お

持ちになるか，郵送でお願いします。

◎浄化槽(水洗トイレ)設置

事業所へのお願い◎ミス･グリーンふるさと募集

ふるさとの自然，歴史， そして味覚

などを， グリーンふるさと圏（県北西

部の18市町村）内外に広く紹介してい

ただくため， イメージガール“ミス・

グリーンふるさと”を募集します。

募集人員 3人

報償金 100,000円

委嘱期間平成元年9月1日から平成

2年8月31日の1年間

応募資格 18歳以上25歳以下の未婚の

女性

市では， 浄化槽行政及び，一般廃棄

物処理行政の推進のため，浄化槽（水

洗トイレ）実態調査を行います。各浄

化槽設置事業所におきましては，調査

の目的をご理解いただき， ご協力をお

願いします。

調査期間 7月5日㈱から8月8H(火）

調査項目設置者名，設置場所，単独

合併の別など

調査方法電話または直接衛生課へ報

告ください。壷23-2111内線362

1 S

一

8月6日

8月13日
十王医院

石 病院

8月20日

8月27日

樋渡医院

滝川医院

白土医院

大和町’
東本町23-1711

卜王町’ 32-3266

春日町

東本町

22-2202

23-3100

22-2697
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一

風
に
そ
よ
ぐ
緑
の
木
々
の
中
で
、
小

鳥
の
さ
え
ず
り
を
耳
に
し
ま
す
。
そ
の

鳴
き
声
に
目
を
移
し
、
双
眼
鏡
で
姿
や

な
。
ぜ
い
だ
く

色
彩
を
た
ん
の
う
し
て
、
心
和
む
寳
沢

を
味
わ
っ
て
い
る
大
森
さ
ん
で
す
。

「
野
鳥
の
か
わ
い
い
姿
や
羽
根
の
色
彩
、

鳴
き
声
に
ひ
か
れ
て
、
探
烏
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
知
ら
な
い
烏
に
会
う
と
、

カ
メ
ラ
に
お
さ
め
た
り
、
図
鑑
で
調
べ

て
確
認
し
て
、
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま

す
〕
と
外
出
時
に
は
、
双
眼
鏡
、
カ
メ

ラ
、
図
鑑
の
三
点
を
携
え
、
い
つ
で
も

調
べ
ら
れ
る
状
態
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
四
月
、
大
森
さ
ん
の

磨
か
れ
た
感
性
と
観
察
眼
．
そ
し
て
三

点
セ
ッ
ト
の
威
力
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

〃
迷
烏
″
と
言
わ
れ
、
め
っ
た
に
飛
来

大
森
啓

財
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
会
長
賞
受
賞

一
二
さ
ん
（
高
戸
）

関根川

関根川は，美しい川である。高

戸橋と荒崎橋の間で，流れはゆる

やかにうねっていて，眺めが良いc

両岸には，雑草が一面に生い茂っ

ている。土手には，春はつくしん

ぼが愛らしく，秋には枯れ草の色

が美しい。この絵は，高戸橋から，

上流を眺めたもの。この橋は，高

戸地区に通じる道にある。

高萩美術協会会員
Jくしつく・

沼田吉嗣

す
る
こ
と
の
な
い
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
を
、
自

宅
の
庭
と
君
川
小
学
校
校
庭
で
、
県
内

初
の
観
察
に
成
功
し
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
六
十
三
年
二
月
に
も
、
〃
珍
鳥
″
と

言
わ
れ
て
い
る
ハ
チ
ジ
ョ
ウ
ッ
グ
ミ
を
、

高
萩
中
学
校
校
庭
で
、
同
校
の
大
森
廣

次
さ
ん
と
県
内
初
の
観
察
と
、
大
手
柄

を
重
ね
ま
し
た
。

こ
の
二
つ
の
出
来
事
で
野
鳥
研
究
家

の
間
で
話
題
の
人
と
な
っ
た
大
森
さ
ん
、

「
か
わ
い
い
な
、
き
れ
い
だ
な
、
何
と

一
）

▲大森啓三さん
野
鳥
の
集
ま
る
学
校
環
境
づ
く
り
や
観
察
活
動
が
認
め
ら
れ
、
五
月
十
四
日
日
、
埼
玉

県
で
開
か
れ
た
第
四
十
三
回
愛
鳥
週
間
全
国
野
鳥
保
護
の
つ
ど
い
で
㈱
財
日
本
鳥
類
保
護

連
盟
会
長
賞
を
受
け
た
へ
、
誠
高
萩
中
学
校
教
頭
の
大
森
啓
三
さ
ん
（
高
戸
影
を
紹
介
し
ま
す
。

▼大森さん宅(高戸)と君田小学校

に飛来した

＝一醤． ヤツカシラ い
う
名
前
だ
ろ
う
、
と
調
べ
た
ら
県
内

初
観
察
、
自
分
で
も
驚
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
前
の
赴
任
校
の
君
田
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
の
お
陰
で
す
。
子
ど
も
た

ち
と
山
や
野
を
歩
き
、
草
花
や
木
、
烏

な
ど
の
名
前
や
特
徴
を
良
く
知
っ
て
い

る
の
に
感
心
し
ま
し
た
。
そ
の
影
響
を

受
け
て
図
鑑
を
開
く
よ
う
に
な
り
、
次
第

に
尽
き
る
こ
と
の
な
い
自
然
の
美
し
さ

豊
か
さ
に
ひ
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
四

と
、
君
田
の
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感

d匂
邸

善意あｳがち
○茨城県木材青壮年高萩支部

2,614円 社会福祉へ

○高萩市青年団体連絡協議会

13,467円 社会福祉へ

○高萩市各種婦人団体連絡会

32,340円 社会福祉へ

圏寄贈・図書館へ

古書寄贈
よしゆき

○小lll 源幸さん （上手綱）

新本寄贈

○ケイ美容室 （大和町）

○高萩ロータリークラブ

7月の納税一戸

無謡:} ，第2蝿’
国民健康保険税(第2期）

国民年金 （7月分）

皇－－7月31日(月)までです一

～人□と世帯～

前月比

人口 35,253人 (+20)

男 17,350人 ( 1)

女 17,903人 (+21)

世帯10,778世帯(+14)

（平成元年6月ln現在）

鐸

＆

へ
『

性
を
称
賛
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

高
萩
の
恵
ま
れ
た
自
然
を
も
っ
と
身

近
に
感
じ
て
欲
し
い
と
、
登
校
し
た
大

森
さ
ん
の
朝
の
日
課
と
し
て
、
廊
下
に

掛
け
た
約
十
本
の
竹
の
花
差
し
の
草
花

の
取
り
か
え
を
、
ど
ん
な
に
忙
し
く
て

も
欠
か
し
ま
せ
ん
。

「
人
は
、
あ
り
ふ
れ
て
咲
い
て
い
る
草

花
ゆ
え
に
、
よ
く
見
た
り
す
る
こ
と
を

怠
っ
て
い
ま
す
。
鳥
や
植
物
な
ど
小
さ

な
命
と
い
っ
し
ょ
に
、
人
間
も
自
然
の

一
員
と
し
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
、
常

に
感
じ
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
ね
四
と
、

庭
や
道
ば
た
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
草
花

を
生
け
て
い
ま
す
。
草
花
を
振
り
返
っ

て
見
て
行
く
子
ど
も
た
ち
を
、
「
み
ん
な

優
し
く
な
っ
て
い
く
よ
う
な
、
そ
ん
な

感
じ
が
し
ま
す
四
と
、
ほ
ほ
え
ん
で
い

る
大
森
さ
ん
で
す
。

今
回
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
二
十

人
に
市
報
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
「
身
近
な

各
地
域
の
話
題
を
片
寄
ら
な
い
よ

う
に
載
せ
て
〕
と
の
声
が
数
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し
み
ん
の
広

場
で
紹
介
し
ま
す
の
で
、
あ
な
た

も
ぜ
ひ
、
情
報
を
／
・
七
月
号

が
、
〃
や
っ
と
終
わ
っ
た
、
と
思
っ

た
ら
、
次
は
写
真
集
「
高
萩
」
の
原

稿
の
締
め
切
り
だ
～
あ
…
。
（
春
）

校
正
の
真
っ
た
だ
中
に
舞
い
込

ん
だ
原
稿
、
ス
ペ
ー
ス
が
無
い
か

ら
〃
ダ
メ
／
・
〃
と
言
い
か
け
た
が
、

夏
休
み
の
宿
題
に
頭
を
痛
め
る
子

ど
も
た
ち
に
（
親
も
？
）
耳
寄
り
の

情
報
、
無
料
と
あ
れ
ば
、
大
い
に

利
用
す
る
価
値
あ
り
。
（
ヒ
ロ
）

編
集
後
記

社会科，理科，

統計グラフ自由

研究相談会

●と き

7月26n(水）

8月11日囹

24日(杓

午後1時～4時

●ところ

I叉|害館2階 説
1巳テレフォンサービス「市政案内,は23 〃51 〃52てす－
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